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Abstract The purpose of this study is to clarify how ECE teachers accepted the revision of the ECE curriculum 
in 2018, and what changes have been made to the revision. It reveals the ECE teachers’ awareness and specific 
changes to the revision. Semi-structured interviews were conducted with five kindergarten and ECE center 
managers and examined using the text mining method and qualitative analysis. 
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表 1 調査協力者と調査時間 
園名 対象者 時間 インタビュアー 文字数 
公立 A 幼稚園 園⻑ A 56 分 請川、加藤 10964 字 
公立 B 幼稚園 園⻑ B 60 分 請川、加藤、松原 11370 字 
公立 C 幼稚園 園⻑ C 35 分 請川（他 1 名） 5776 字 
私立 D こども園 副園⻑ D 36 分 請川、⻑⽥ 6578 字 
私立 E 幼稚園 園⻑ E 35 分 松原 5783 字 
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抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
先生 30 内容 28 先生 10 内容 11 先生 20
10の姿 23 先生 26 ウェブ型記録 9 子供 10 保育 17
幼稚園 23 幼稚園 21 主任 9 園 9 週案 13
子供 16 小学校 17 担任 8 計画 8 学年 11
教育要領 15 子供 16 記録 7 時間 7 記録 9
小学校 14 教育要領 10 週案 7 担当 7 副園⻑ 8
教育 13 10の姿 8 箱積み 7 保育 7 クラス単位 7
保育 9 園⻑ 8 好きな遊び 6 写真 6 教育要領 7
今まで 8 思い 8 テーマ 5 要領 6 親父 6
保護者 7 学年 7 園⻑ 5 ドキュメンテーション 5 T先生 5
経験 7 子供 5 園⻑ 5 エピソード 5
連携 7 幼児理解 5 記録 5 キリスト教 5
部会 5 園⻑ 5
様式 5 遊び 5
園⻑A 園⻑B 園⻑C 副園⻑D 園⻑E
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図 1 園管理職 5名の共起ネットワーク 
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他校種との橋渡しとなるだろう。  
また，公立園管理職は，経営案への盛り込みや各
教員が個別に策定する個人目標立案等に対して，意
識的に反映させようとしているようである。本調査
では具体的変更に関しては公立園の方が豊富に語ら
れた。また公私立差とは別に園自体の大きな変革が
影響する場合もある。D園のようにこども園化がな
された場合，改訂内容以外の側面へも力点が置かれ
る場合である。 
 
（４） 保育行為 
本調査は施行後 6か月ということもあり，要領改
訂による具体的な保育行為レベルの変化はどの管理
職からも語られていない。また，本改訂における要
領の変化は保育の不易に関わるものではないと捉え
られている傾向から，今後の変容は生じにくいと予
想される。 
 
（５） 保育者の経験年数 
本調査はいずれも経験年数の長い管理職を対象と
したため，経験年数による意識の差は分析対象とし
なかった。この点に関しては今後の調査が必要であ
る。 
 
（６） 調査協力者の傾向 
 本研究の調査協力者である園管理職 5名は，要領
改訂以前から主体的に実践向上へ取り組んでいたこ
とから，向上志向性の高い傾向があったといえる。
そうすると，もとから実践の向上に意識が高かった
から要領改訂へも好意的かつ肯定的であると考える
こともできる。しかし語られた内容や語り口からは，
改訂内容発表当初から新要領を従順に受け入れたわ
けではないこともうかがえた。新要領の咀嚼，消化
に至る過程は 5名様々であるが，研修や文書等の第
三者による解説を通して自身の懐に落とし込んでい
る。 
 各園には教育理念，伝統，地域性や園の特色があ
りそれらが園の魅力にも繋がっているだろう。要領
の指し示す理念，方向性をいかに各園の実践向上へ
結び付け，魅力ある教育・保育へ高めていけるのか
は，園管理職の新要領理解，解釈にかかっていると
推察される。 
５．まとめ 
このように，5 名の園管理職が自園の保育におい
て大切にしていること，要領改訂の受け止めについ
て見てきた。各園の保育の方向性はそれぞれである
が，5 園に共通することは，その保育実践の根底に
幼稚園教育要領があるということではないか。教育
要領は，園長Ａが語るように保育の大枠を示すもの
として捉えることがふさわしいであろう。また，本
改訂によって示された「10の姿」は到達目標として
そこに謳われているのではなく，長い目で見て子供
のこうした姿が見られることへの希求と，このよう
な姿を想定しながら日々の保育を行ってほしいとい
った示唆と考えてよいだろう。こうした観点から，
保育の振り返りや記録，園内研修に「10の姿」を用
いることは，保育の質や保育者の専門性の向上の一
助になるといえる。 
 要領改訂の度に自園の保育を大きく変えることは
難しいが，新要領によりこれからの日本の教育の方
向性を意識し，これまでの保育を振り返り見直すと
いうことは欠かせない。約 10年ごとの改訂を機に，
要領をベースとして，その内容を自園の保育にどう
落とし込んでいくのかを検討することが求められて
いることをぜひ意識してもらいたい。 
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